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平 成 22 年  第 ２ 回 定 例 会
平成22年度一般会計予算 58億9413万2千円

4259万9千円を追加

６月15日から６月18日までの３日間

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

は
修
正
可
決

（
口
蹄
疫
緊
急
対
策
事
業
費
に
４
，
３
０
９
千
円
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
費
は
削
減
）

お
も
な
議
決
事
項

　

平
成
21
年
度
各
会
計
補

正
予
算
は
、
事
業
の
確
定

に
よ
る
予
算
措
置
で
す
。

◎
平
成
21
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

予
算
の
総
額
は
64
億
５

５
８
４
万
３
千
円
。

◎
平
成
21
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

予
算
の
総
額
は
10
億
８

２
２
２
万
２
千
円
。

◎
平
成
21
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　

予
算
の
総
額
は
１
７
３

９
万
４
千
円
。

◎
和
泊
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

予
算
の
総
額
は
７
億
６

１
７
４
万
一
千
円
。

◎
平
成
21
年
度
和
泊
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

予
算
の
総
額
は
６
８
９

９
万
７
千
円
。

◎
平
成
21
年
度
伊
延
港
ふ

頭
用
地
造
成
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

予
算
の
総
額
は
３
０
２

５
万
８
千
円
。　
　
　
　

◎
平
成
21
年
度
和
泊
町
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

予
算
の
総
額
は
２
億
７

５
６
３
万
２
千
円
。

◎
平
成
21
年
度
奨
学
資
金

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

予
算
の
総
額
は
９
２
万

３
千
円
。

◎
平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４

２
５
９
万
９
千
円
を
増
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
58
億
９
４
１
３
万

２
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
平
成
22
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
１
５
６
万
７
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
10
億
８
６
２
万
４
千
円

と
す
る
も
の
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
58

万
６
千
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２

４
４
６
万
７
千
円
と
す
る

も
の
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

補
正
予
算
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計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
万

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
３
０
１

万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
和
泊
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

◎
和
泊
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
及
び

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
施

行
に
伴
い
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

◎
和
泊
町
肉
用
牛
特
別
導

入
事
業
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
し
、
基
金
の
処
分
に
関

す
る
条
を
加
え
改
正
す
る

も
の
。

◎
和
泊
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

◎
和
泊
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　

国
家
公
務
員
に
お
け
る

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
和
泊
町
違
法
駐
車
等
の

防
止
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　

　

道
路
交
通
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
引
用
条
文
を
改

正
す
る
も
の
。　
　

◎
和
泊
町
辺
地
に
係
る
総

合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

　

和
泊
町
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
総
合
整
備
計
画

の
事
業
費
、
事
業
量
及
び

事
業
内
容
の
変
更
を
行
う

も
の
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

◎
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

法
制
化
に
反
対
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
花
き
流
通
施
設
整
備
事

業
導
入
要
望
書　
　
　
　

◎
法
務
局
出
張
所
統
廃
合

に
関
す
る
陳
情
書　
　
　

◎
道
路
整
備
に
関
す
る
請

願
書
（
玉
城
字
）　
　
　

◎
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

法
制
化
に
反
対
す
る
意
見

書

条　
　

例

そ　

の　

他

採
択
さ
れ
た
陳
情
等

意
見
書
（
議
員
提
出
）

「広く町民の利用を」とあるヤーシチ公園全景
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一　般　質　問
町民に代わって行政を問う

平成22年（6月）第2回議会定例会

泉　秀樹議員

質
問　

①
畜
産
農
家
へ
の
支
援
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

国
や
経
済
連
で
は
、
無
利
子

の
つ
な
ぎ
資
金
の
融
通
や
濃
厚
飼

料
、
消
毒
槽
、
消
毒
液
の
無
償
配
布

等
を
実
施
し
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
①
５
月
セ
リ
市
売
却
予
定
だ
っ

た
子
牛
１
頭
に
対
し
１
万
円
の
飼
料

費
助
成
金
を
支
給
す
る
。
②
口
蹄
疫

経
営
維
持
緊
急
資
金
や
家
畜
疾
病
経

営
維
持
資
金
の
借
入
に
際
し
発
生
す

る
利
子
を
補
給
す
る
。
③
町
税
、
県

税
の
支
払
猶
予
制
度
を
活
用
し
、
該

当
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
。
等
の

措
置
を
と
っ
て
い
る
。

②
口
蹄
疫
を
島
内
に
侵
入
さ
せ
な
い

た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

き
た
か
、
又
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

組
ん
で
行
く
の
か
。

答
弁　

区
長
会
や
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｖ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
口
蹄
疫
に

関
す
る
情
報
と
、
そ
の
防
御
策
に
対

す
る
協
力
を
町
民
に
呼
び
か
け
て
い

る
。
又
、
島
内
へ
の
口
蹄
疫
侵
入
防

止
対
策
と
し
て
、
空
港
、
港
に
お

い
て
、
旅
行
者
の
足
元
消
毒
を
実
施

　
口
蹄
疫
問
題
に
つ
い
てし

、
入
港
時
間
帯
に
出
入
り
す
る
車

両
の
タ
イ
ヤ
消
毒
、
下
船
し
た
大
型

車
の
噴
霧
消
毒
を
実
施
し
て
い
る
。

　

畜
産
農
家
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
と

共
済
組
合
に
よ
る
消
毒
槽
、
消
毒

薬
、
石
灰
の
無
償
配
布
を
行
い
、
消

毒
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ヤ
ギ
に
つ
い
て
も
感
染
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
飼
養
者
に
対
し
消
毒

液
の
配
布
を
行
い
、
衛
生
管
理
の
実

施
を
お
願
い
し
て
い
る
。
発
生
地
域

に
お
け
る
防
疫
措
置
が
完
了
し
、
清

浄
化
と
な
る
ま
で
牛
、
豚
、
ヤ
ギ
の

飼
養
者
へ
の
衛
生
管
理
徹
底
の
啓
発

を
行
い
、
口
蹄
疫
侵
入
防
止
に
努
め

る
。

③
種
雄
牛
３
頭
が
感
染
を
回
避
す
る

た
め
に
避
難
さ
れ
て
い
る
が
、
管
理

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

種
雄
牛
３
頭
は
、
５
月
28
日

に
本
町
に
移
動
し
て
き
た
。
乗
船
前

の
鹿
児
島
新
港
と
和
泊
港
に
お
い

て
、
積
ん
で
き
た
車
両
全
面
の
噴
霧

消
毒
と
管
理
者
の
足
元
消
毒
を
入
念

に
実
施
し
た
う
え
で
受
け
入
れ
て
い

る
。
管
理
者
は
、
種
雄
牛
農
家
か
ら

派
遣
さ
れ
た
１
名
で
、
家
畜
保
健
衛

生
所
の
職
員
か
ら
衛
生
管
理
の
指
導

を
受
け
て
管
理
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期
間

は
、
10
日
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
５

月
28
日
と
、
６
月
７
日
の
確
認
調
査

で
は
、
本
牛
３
頭
に
異
常
は
な
く
良

好
な
管
理
状
況
に
あ
る
。
今
回
、
本

町
に
避
難
し
て
い
る
種
雄
牛
は
、
本

島
だ
け
で
な
く
鹿
児
島
県
に
広
く
供

用
さ
れ
て
い
る
種
雄
牛
で
、
宮
崎
県

の
現
状
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
種

雄
牛
の
保
護
が
、
本
町
の
畜
産
振
興

の
面
か
ら
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
事
を
、
町
民
、
生
産
者
の
皆
様
に

は
ご
理
解
い
た
だ
き
、
受
け
入
れ
農

家
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

④
セ
リ
市
再
開
の
見
通
し
と
再
開
後

の
セ
リ
値
を
ど
の
よ
う
に
予
想
し
て

い
る
か
。

答
弁　

宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
発
生
が

未
だ
沈
静
化
せ
ず
、
殺
処
分
が
進
ま

な
い
状
況
下
で
は
、
セ
リ
再
開
の
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

宮
崎
県
で
最
終
発
生
の
口
蹄
疫
に
お

け
る
防
疫
措
置
が
完
了
し
、
そ
の

後
、
10
日
間
様
子
を
み
て
以
後
の
発

生
が
無
い
場
合
、
セ
リ
再
開
に
つ
い

て
の
予
定
が
立
つ
見
通
し
で
あ
る
。

　

セ
リ
再
開
後
の
セ
リ
値
に
つ
い

て
、
購
買
者
に
対
し
て
経
済
連
が
実

施
し
た
意
向
調
査
で
は
、
県
内
購
買

者
の
牛
舎
は
、
数
百
頭
単
位
分
空
い

て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
購
買
意
欲
は

高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
口
蹄
疫
発

生
の
影
響
に
よ
る
枝
肉
価
格
の
下
落

や
適
正
出
荷
月
齢
か
ら
の
ズ
レ
な
ど

の
要
因
が
子
牛
価
格
に
反
映
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
予
測
が
つ
か
な

い
。

水際で防疫対策を徹底

盛　泰夫議員

　

１
．
周
産
期
医
療
に
つ
い
て

　

２
．
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

　

３
．
経
済
浮
揚
対
策
に
つ
い
て

質
問
１　

①
異
常
分
娩
対
策
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

沖
永
良
部
与
論
地
区
広
域
組

合
消
防
本
部
の
ま
と
め
た
、
平
成
21

年
１
月
か
ら
平
成
22
年
５
月
ま
で
の

沖
永
良
部
島
に
お
け
る
島
外
搬
送
は

16
件
あ
り
、
内
、
本
町
の
妊
婦
及
び

新
生
児
の
搬
送
状
況
は
妊
婦
７
件
、

新
生
児
４
件
と
な
っ
て
お
り
、
自
衛

隊
ヘ
リ
や
沖
縄
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

に
よ
る
、
沖
縄
県
の
医
療
機
関
へ
の

搬
送
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

異
常
分
娩
に
は
様
々
な
要
素
や
症

状
が
あ
る
の
で
、
妊
婦
の
実
態
調

査
、
搬
送
さ
れ
た
場
合
の
費
用
や
そ

の
後
の
経
過
等
に
つ
い
て
調
査
を
し

な
が
ら
、
異
常
分
娩
に
対
し
て
は
平

成
23
年
度
か
ら
精
神
的
、
経
済
的
な
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負
担
の
解
消
も
含
め
対
応
し
て
い

く
。

②
本
島
の
産
科
医
確
保
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

沖
永
良
部
島
に
お
い
て
も
、

２
月
に
島
内
の
多
く
の
妊
婦
さ
ん
が

分
娩
し
て
い
る
病
院
の
医
師
の
高
齢

に
よ
る
、
分
娩
業
務
の
休
止
問
題
が

出
現
し
、
和
泊
、
知
名
両
町
合
同
で

病
院
側
の
事
情
を
聞
き
、
赴
任
す
る

産
科
医
へ
の
支
援
対
策
を
協
議
し
、

そ
の
確
保
支
援
対
策
と
し
て
当
初
予

算
に
「
産
科
医
等
確
保
支
援
事
業

費
」
を
計
上
し
て
あ
る
。
町
と
し
て

も
、
引
き
続
き
常
勤
の
産
科
医
の
確

保
を
図
り
、
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
住

民
、
医
療
機
関
、
事
業
所
、
行
政
等

の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
分
娩
環
境
の
整

備
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
２　

本
島
に
お
け
る
特
別
支
援

教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

本
町
に
お
い
て
は
、
現
在
、

和
泊
小
学
校
に
２
学
級
、
和
泊
中
学

校
に
２
学
級
の
特
別
支
援
学
級
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
に
つ

い
て
は
、
卒
業
後
、
島
内
の
高
校
に

特
別
支
援
学
級
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
島
外
の
養
護
学
校
へ

進
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
が

あ
る
。
保
護
者
の
立
場
に
立
っ
て
、

海
を
越
え
て
遠
い
場
所
で
学
ぶ
子
ど

も
の
将
来
を
考
え
る
と
き
、
大
き
な

悩
み
が
あ
る
。
高
校
に
お
け
る
特
別

支
援
教
育
体
制
に
は
、
特
別
支
援
学

校
高
等
部
及
び
、
文
校
、
文
教
室
、

訪
問
教
育
が
あ
る
。
障
害
の
あ
る
生

徒
や
そ
の
子
ど
も
を
育
て
る
保
護
者

を
支
え
る
観
点
か
ら
も
、
子
ど
も
達

の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
高
校
教
育

の
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
３　

奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業

を
含
め
、
国
の
交
付
金
制
度
政
策
を
積

極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

今
回
の
交
付
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
の
知
恵
を
出
す
こ
と

で
ハ
ー
ド
面
と
併
せ
ソ
フ
ト
的
な
整

備
も
で
き
る
非
常
に
使
い
勝
手
の
い

い
予
算
の
制
度
で
あ
る
。
概
要
に
つ

い
て
は
、
基
幹
産
業
を
主
と
し
て
事

業
費
の
20
％
以
内
を
効
果
促
進
事
業

費
と
し
て
ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
当
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
道
路

整
備
に
つ
い
て
は
、
観
光
案
内
情
報

版
、
防
犯
灯
な
ど
、
幅
広
く
活
用
で

き
、
ま
さ
し
く
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ

で
あ
る
。
奄
振
事
業
の
交
付
金
を
含

め
実
施
計
画
に
向
け
て
、
企
画
、
政

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ

せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
各
課
の

連
携
と
情
報
の
共
有
に
よ
り
、
交
付

金
の
活
用
を
含
め
、
有
利
な
事
業
に

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

「島の産声を守る会」
との意見交換会

伊集院　徳二議員

　

１
．
今
年
度
の
奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業
の
本
町
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

２
．
第
１
次
産
業
の
振
興
と
施
策
に
つ
い
て

　

３
．
住
宅
対
策
と
公
園
整
備
に
つ
い
て

質
問
１　

①
全
体
の
奄
美
群
島
振
興

開
発
事
業
予
算
が
29
％
減
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
交
付
金
と
の
関
係
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答
弁　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
・
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
と

先
に
制
度
化
が
先
行
し
、
事
業
実
施

の
詳
細
は
後
か
ら
示
さ
れ
る
と
い
う

状
況
で
、
各
課
連
携
に
よ
り
情
報
の

共
有
を
図
り
な
が
ら
事
業
導
入
に
取

組
ん
で
い
く
。

②
今
年
度
の
国
営
地
下
ダ
ム
予
算
の

減
額
に
伴
い
、
事
業
計
画
へ
の
影
響

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁　

平
成
22
年
度
予
算
額
は
、
前

年
度
比
約
３
分
の
１
の
７
億
１
千
万

円
と
大
幅
な
減
額
と
な
り
、
地
下
ダ

ム
本
体
工
事
に
一
部
着
手
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
実
施
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全

体
の
計
画
の
変
更
等
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
今
後
は
、
予
算
の
拡
大
と
継

続
的
な
事
業
推
進
等
の
要
請
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

質
問
２　

①
農
業
者
所
得
向
上
の
為

の
具
体
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答
弁　

各
作
物
と
も
農
業
者
の
栽
培

技
術
の
向
上
と
適
期
植
付
や
徹
底
し

た
肥
培
管
理
、
適
期
収
穫
に
つ
と

め
、
高
収
量
と
高
品
質
対
策
に
農
業

者
と
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
、
農
業

簿
記
や
農
作
業
日
誌
記
帳
に
基
づ

く
、
ム
ダ
、
ム
リ
、
ム
ラ
が
な
い
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
経
営
診
断
や
経
営

分
析
を
行
う
こ
と
が
、
農
業
所
得
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

②
農
業
機
械
の
事
故
防
止
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

沖
永
良
部
警
察
署
や
農
業
機

械
取
扱
店
の
方
々
と
合
同
で
事
故
防

止
対
策
会
議
を
開
催
し
、
事
故
防
止

策
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で

事
故
防
止
の
為
の
、
安
全
使
用
に
つ

い
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

③
沖
永
良
部
漁
協
の
製
氷
機
導
入
事

業
計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
弁　

平
成
23
年
度
に
基
地
周
辺
対

策
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
、
実
施
す

る
予
定
で
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
３　

①
喜
美
留
住
宅
建
替
え
と

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

８
月
に
基
本
設
計
に
着
手

し
、
引
き
続
き
実
施
計
画
を
行
い
年

度
内
に
は
工
事
着
手
し
、
来
年
10
月

頃
に
は
一
期
工
事
を
東
側
の
公
園
敷

地
に
二
階
建
の
八
戸
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
住
宅
を
完
成
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
残
り
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
用
地
全
体
が
完

成
す
る
よ
う
計
画
し
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
に

着
手
す
る
。

②
和
泊
ヤ
ー
シ
チ
公
園
の
全
体
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

今
年
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
の

南
側
に
人
工
芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３

面
を
建
設
す
る
。
今
後
は
、
東
側
町

道
脇
の
駐
車
場
を
整
備
し
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
共
に
、
西
側

に
あ
る
原
野
敷
地
に
つ
い
て
は
、
自

然
林
を
生
か
し
た
休
憩
施
設
や
、
駐

車
場
を
整
備
す
る
等
、
町
民
が
広
く

利
用
で
き
る
施
設
を
順
次
、
整
備
計

画
し
て
い
く
。

国営水利事業所職員の
説明会



平成22年7月26日発行／第108号 和泊町議会だより ⑥

　去る５月11日，総務文教常任委員（豊枝委員長他５名，教育委員会からは，教育長・牧
指導主事，事務局芋高智美氏の９名）は，
　➊　心の教育（孔子の里）　（佐賀県多久市）
　➋　周産期医療，地域医療，離島への特別支援教育委員会事務局（養護学校）等の対策
　　　について（県庁各課）
　➌　西郷南洲顕彰館（鹿児島市内）
について視察し，本町がかかえる問題・課題への調査を実施致しました。
　その中から➊心の教育についての視察調査の成果を報告します。

　「多久の雀は論語をさえずり」「多久の百姓は鍬を置いて道を説く」との昔からの言い
伝えがある。さて，多久市とは，佐賀県中央部の中山間に位置する人口約２万５千人程の
小さな町で，実際，車で市街地を走ってみてもどこにでもある田舎町という以外にこれと
いう特徴はない。この様な町に全国に誇れる唯一の旧跡がある。それが「孔子」を祀る
「多久聖廟」と学問の館「東原庠舎」や聖廟を中心とした歴史公園ゾーンである。
　誰もが知っている「孔子」とは今から約2,500年前に中国に生まれ，人の道，心の美し
さや学問の大切さを世界に広めた論語学者である。その影響は，世界はもちろん，特にわ
が国の教育の根源として現代にも根付いていると思う。
　我が国に「孔子」の教えである論語教育は約1,300年前の応神天皇の時に伝わって来た
事が「古事記」の中に記されている。
　しかし，全国的に孔子廟や学校の造営が盛んになり，儒学が社会的に広く浸透していく
のは，戦国時代を経て，元禄時代になる。世の中が平和と安全を求める様になり，当時の
領民の貧困打開策として「衣食足りて礼節を知る」という言葉通りで，武士は軍事能力よ
り行政手腕，つまり，現代でいえば官僚的資質（政治）が求められるようになった。
　今から約300年前に，儒教で国興しをしようと，小さな邑（村）の領主が（多久領主４
代目），徐々に冷えし，減少する小さな邑（村）を救済し再興するために，武士・町人・
農民と身分を問わず「孔子」「多久聖廟」や「東原庠舎」（学校）を造営し「朋あり　遠
方より来る　また楽しからずや」という論語教育を広め，志ある者が学べる学校と誰もが
お参りできる象徴として今なお存在している。

先進事例に学ぶ！

総務文教委員会

☆常任委員会所管事務調査報告☆



平成22年7月26日発行／第108号⑦ 和泊町議会だより

　多くの領民たちは，人の道を学び，学問を学び，また「経世済民」という言葉通り明治
維新時代を担う人材を多数輩出している。
明治維新の立役者である世界の偉人，西郷南洲も当時は孔子の論語を学び中国の儒学に没
頭し「孔子」の影響を受けたものと思われる。
　本町の教育理念は，その西郷南洲の教えと学問を基礎に今日に到っているものと推察す
る事が出来る。従って，多久市の教育理念と本町の教育理念は相通ずる物が数多くあり，
共通点を感じる事ができた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
	
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　期　日：５月１０日
　調査地：北海道栗山町
　事　項：栗山町議会基本条例について
　栗山町議会は「2000年４月１日施行された地方分権一括分権法」や「町民にわかりや
すい議会」「議員は財政問題に弱い」等を背景に、議会基本条例を作り、議会改革に取組
んできた。
　　栗山町議会基本条例の特徴として
　１．町民や団体との意見交換のための議会主催による一般会議の設置。
　２．請願・陳情を町民からの政策提言としての位置付け。
　３．重要な議案に対する議員の態度（賛否）を公表。
　４．年１回の議会報告会の開催の義務化。
　５．議員の質問に対する町長や町職員の反問権の付与。
　６．政策形成過程に関する資料の提出の努力義務。
　７．５項目にわたる議決事項の追加。
　８．議員相互の自由討議の推進。
　９．政務調査費に関する透明性の確保。

経済建設委員会

孔子の教えを実践します 多久市の手作り論語カルタ



平成22年7月26日発行／第108号 和泊町議会だより ⑧

　10．議員の政治倫理を明記。
　11．最高規範性と４年に１度の見直し。
　12．町民から議会運営に関し、提言を聴取する議会モニターを設置。
　13．有識者に政策づくりへの助言をもらう議会サポーターの導入。
などが上げられる。
　執行部に行財政改革を求める議会として、自らを改革する条例であり、多くの地方議会
が取組んでいる。又、条例を生かした議会にするには、議会を構成する一人一人が議員と
しての力量をより高めなければならない。力量を高める事が執行部をチェックする議会の
権能を強め、地方の行財政改革につながるものと思う。

　期　日：５月11日
　調査地：北海道夕張市
　事　項：夕張市が破綻した経緯について
　夕張市はかつて炭鉱の街として栄えたが、「石炭から石油」へのエネルギー政策転換に
より、次々と炭鉱が閉山していった。1990年には、最後の三菱南大夕張炭鉱が閉山し炭
鉱がなくなった。これにより、炭鉱会社が設置したインフラを市が買収する事になる。　
　1982年には、夕張炭鉱病院の市立病院移管に40億円、鉱産税61億円の未払い、炭鉱住
宅5000戸や上下水道設備の買収に151億円等、「炭鉱閉山処理対策費」に総額583億円を
費やしている。
　又、産業を「炭鉱から観光へ」と変え、テーマパークやスキー場を開設したが、もとも
と観光資源に恵まれない土地に派手な観光、レクリエーション投資を行った。過大な投資
や放漫経営が累積赤字として市の財政を圧迫する。一時借入金やヤミ起債など粉飾まがい
の決算が続き、この事が表面化し財政再建団体となった。財政再建団体に至るまで議会は
何をしたのかと問われる。執行部と議会は一体だったのかも知れない。よく議会は財政に
弱いといわれるがそうかも知れない。
　少子高齢化、人口減少化の中、経済の縮小も考えられる。税収が落ち込む中、国も地方
も財政難の運営を行わなければならないが、執行部をチェックする議会として財政に強く
なければならないと思ったところである。

栗山町議会議長を囲んで 夕張市議会議長を囲んで



平成22年7月26日発行／第108号⑨ 和泊町議会だより

　第53回大会は、群島内の議会議員と事務局職員合わせて185名出席した。また、来賓として、打
越衆議院議員、野村参議院議員、与　力雄県議、永井章義県議、禧久伸一郎県議も出席され，議長会
及び各地区から提出された議題に助言をいただきました。
　大会では、「奄美群島振興開発事業予算の確保を期する」等16の決議と８の議題を採択し、今
後、関係機関への陳情などを通してその実現に取り組んでいくこととしました。また、町村議会議長
に６年以上在職したとして、前田　力議長、町村議会議員に10年以上在職したとして、和　正巳副
議長、伊集院徳二議員がそれぞれ自治功労表彰されました。尚、今大会では、特別決議として、「奄
美群島振興開発の推進に関する特別決議」と「米軍普天間基地の徳之島移設に反対する特別決議」が
採択されました。

《議長会及び各地区提出議題》
　１．地籍調査事業の推進と助成措置の見直しについて（大和村・宇検村・瀬戸内町）
　２．国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額について（奄美市町）　
　３．離島航路就航船舶の新船建造費補助制度の拡充及び交通網の整備について（龍郷町・喜界町）
　４．緊急用ヘリポ−ト設置について（徳之島町・天城町・伊仙町）
　５．さんご礁の自治体面積への算入を（和泊町・知名町・与論町）
　　　 （趣旨）
　　　　湖に面する自治体では湖に境界線を定めて、これを自治体面積に算入し、地方交付税の増額
　　　につなげている。さんご礁についても自治体の面積に算入し、交付税に反映させていただきた
　　　い旨、強く要望する。
　６．農業者年金の制度改正と認定農業者の退職金制度の導入について（議長会）
　　　 （趣旨）
　　　　農業者年金は保険料額の高さと制度の仕組みが加入阻害となっている。また、外海離島にあ
　　　る群島農業は、流通経費がネックとなり、農家経営が安定しない。このため、農業後継者が夢
　　　と希望の持てる就農環境を整備しなければならない。
　　　　よって、農業者年金の引下げを含む制度改正と認定農業者の退職金制度の導入を強く要望す
　　　る。
　７．離島における消費税の撤廃について（議長会）
　　　 （趣旨）
　　　　消費税は、離島の高い物価や輸送コストに更に上乗せされており、本土に比べて余分に税負
　　　担をしていることになる。今後，現在の体制のままで消費税率がアップすることになると特に
　　　外海離島は更なる負担を被ることになり、離島経済に多大な影響を与える。よって、離島地域
　　　における消費税の課税については、撤廃、若しくは特例的に軽減措置を講じていただくよう強
　　　く要望する。
　８．鹿児島地方法務局出張所の存続について（議長会）　　　　　　　　　 
　　　（趣旨）
　　　　登記行政サービスを維持し、地域住民の利便性を確保するため、奄美群島に配置してある出
　　　張所の存続を強く要望する。

と　き：平成22年５月19日　　ところ：大和村体育館
第53回 奄美群島市町村議会議員大会

全体会の様子永年表彰される前田議長



平成22年7月26日発行／第108号 和泊町議会だより ⑩

編
集
後
記

議
　
　
長
　
　
前
田
　
　
力

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長
　
　
宮
田
　
裕
雄

副
委
員
長
　
　
泉
　
　
秀
樹

委
　
　
員
　
　
永
野
　
利
則

同
　
　
　
　
　
平
　
　
勝
美

　
　
　

山
首
相
の
辞
任
に
伴
い
、

　
　
　

菅
内
閣
の
誕
生
と
目
ま
ぐ

る
し
く
変
貌
す
る
政
界
の
中
、
去

る
６
月
４
日
に
本
町
で
も
子
ど
も

手
当
て
が
支
給
さ
れ
、
子
育
て
中

の
家
計
に
あ
っ
て
は
有
り
難
い
制

度
だ
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
将
来
の
日
本
経
済
、

国
民
に
大
き
な
負
担
と
な
る
の
は

看
過
で
き
ま
せ
ん
。
又
、
隣
県
の

宮
崎
県
で
は
、
目
に
み
え
な
い
敵

と
い
わ
れ
る
家
畜
の
伝
染
病
、
口

蹄
疫
が
発
生
し
、
壊
滅
的
な
被
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。
畜
産
県
鹿
児

島
で
も
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
セ

リ
市
が
中
止
と
な
り
、
収
入
を
絶

た
れ
た
畜
産
農
家
が
悲
鳴
を
上
げ

て
い
ま
す
。収
入
が
な
い
う
え
に
、

エ
サ
代
が
嵩
み
負
担
増
と
な
り
、

沖
永
良
部
畜
産
に
も
大
き
な
影
響

が
で
て
い
ま
す
。
町
民
が
非
常
事

態
と
認
識
し
、
限
り
あ
る
財
源
を

有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
文
責　

永
野
利
則
）

鳩

　平成22年６月28日第１回和泊町臨時議会が開会されました。提出議案と審議結

果は以下のとおりです。

　議案第39号　平成22年度和泊町一般会計補正予算（第２号）について

　	 　　　　（債務負担行為の追加）

　　　　　　　審議の結果　　否決

　議案第40号　工事請負契約の締結について（大城小学校体育館改修工事）

　　　　　　　契約金額　一金５８，８００，０００円也

　　　　　　　相手方　　株式会社　新協

　　　　　　　審議の結果　　可決

　議案第41号　工事請負契約の締結について（内城小学校体育館改修工事）

　　　　　　　契約金額　一金５９，５３５，０００円也

　　　　　　　相手方　　株式会社　町田建設

　　　　　　　審議の結果　　可決

　議案第42号　工事請負契約の締結について（国頭小学校体育館改修工事）

　　　　　　　契約金額　一金６１，９５０，０００円也

　　　　　　　相手方　　株式会社　向建設

　　　　　　　審議の結果　　可決

　平成22年４月23日告示の鹿児島県後期高齢者医療広域連合機会議員（町
村議会議員選出区分）選挙において、本町の前田　力議長が鹿児島県町村
議会議長会推薦により当選いたしました。また、議員の任期満了に伴う大
島郡町村議長会副会長選挙においても、指名推薦により前田議長が、副会
長に就任いたしました。

鹿児島県後期高齢
者医療広域連合議
会議員に前田議長

平成22年 第１回臨時議会


